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１．試験内容

【試験方法】

1号機SFP循環冷却設備一次系は運転状態※とし，熱交換器バイパス運転にて冷却停止試験を実施。
※一次系を運転することにより，SFPの水位・水温の監視が可能

【SFP水温評価】

自然放熱を考慮したSFP水温評価(夏季)より平年並みの外気温の場合，約38℃で安定すると評価。

【監視項目】

SFP水位・水温及び湯気の発生状況

【確認項目】

夏季にSFP水温が運転上の制限温度（60℃）未満で推移することを確認（SFP温度変化率の確認)

試験時の気象条件を踏まえ，評価精度が妥当であることを検証する

【期間】

平成29年7月17日～8月29日

【通常運転】 【熱交換器バイパス運転】

SFP

熱交換器

2次系より 2次系へ

SFP

2次系より 2次系へ

熱交換器

水温計
圧力計（水位）

水温計
圧力計（水位）
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２－１．冷却停止試験結果（SFP温度変化率）

SFP水温が予想通り推移しており，運転上の制限温度（60℃）未満（約39℃）で推移することが確認された。

過去５年間平均の気象実績データを用いて評価したグラフ（過去平均グラフ）と概ね一致している傾向が見られた。

また，湯気の発生は確認されなかった。
（試験期間中(7/17～8/29）の気象条件（1F構内）平均気温：23.7℃,平均風速：1.9m/s）

＜評価条件＞初期水温31.8℃(H29年7月17日時点実績値)，過去5年の気象データで評価

①過去平均値での評価

・気温：月別平均値(7月:22.6℃,8月:24.5℃）

・風速：平均値（2.4m/s)

②最も厳しい条件での評価

・気温：月別の日平均最高気温(7月:28.3℃,8月:31.2℃）

・風速：無風(過去最小値)と仮定（0m/s)

①過去平均値での評価

②最も厳しい条件での評価
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２－２．冷却停止試験結果（評価精度の妥当性）（１／２）

【本試験の評価結果】
夏季にSFP水温が運転上の制限温度（60℃）未満で推移することを確認（SFP温度変化率の確認)

→試験開始以降，SFP水温は当初の評価通り推移しており運転上の制限温度（60℃）未満（約39℃）

で推移することが確認できた。

評価精度が妥当であることの検証

→【評価式の妥当性】（試験中の気象実績データを使用）
試験中の気象実績データを用いた評価水温と，SFP実水温を比較した結果，試験期間を通じて最大

で1℃程度の差であり，評価式の精度は妥当であった。

→【評価条件の妥当性】（過去5年間の平均気象実績データを使用）

評価条件として過去５年間の平均気象実績データを用いた評価水温と，SFP実水温を比較した結果，
試験期間を通じて最大で＋1.8℃の差であり，評価条件は妥当であった。

現状，使用済燃料の崩壊熱による入熱のみを考慮した評価であるが，自然放熱を加味した評価の妥当性を確認。
放熱計算に使用する気象条件として過去5年間平均を使用することの妥当性を確認。

今後，崩壊熱が大きい2号機を代表号機として実施している冷却停止試験結果を踏まえ，SFP冷却設備停止作業時等に
おけるSFP水温評価手法の見直しを行う。
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２－２．冷却停止試験結果（評価精度の妥当性）（２／２）

Ｑ： 崩壊熱＋ポンプジュール熱
W： SFP水量
C ： 冷却材の比熱
ｑ： 放熱（ｑｏｕｔ１＋ｑｏｕｔ２＋ｑｏｕｔ３）

ｑｏｕｔ１：水面の放熱（蒸発） 【気温＋風速を使用】
ｑｏｕｔ２：水面の放熱（伝熱） 【気温を使用】
ｑｏｕｔ３：プ－ル壁面の放熱（コンクリ－ト）【気温を使用】

SFP水温予測式

Qin1：

燃料の崩壊熱

qout4：SFP冷却設備による除熱
(SFP冷却時のみ)

qout1：

水面の放熱（蒸発）

qout3：

プール壁面の放熱

（コンクリート）

qin2：

ポンプジュール熱

qout2：

水面の放熱（伝達）

Ｑ（ｋｃaｌ／ｈ）－ｑΔＴ（℃／ｈ）＝
Ｗ（ｋｇ）×Ｃ（ｋｃａｌ／℃／ｋｇ）


